
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝、校門のところで子供たちを迎えていると、たくさんの子供たちが「先生、おはようございます」

と丁寧にお辞儀をしながら挨拶をしてくれます。もちろん、恥ずかしそうに照れ笑いをしながら小さ

な声で「おはようございます」と挨拶をする子もいますし、無言で通り過ぎる子もいます。そんなとき

は、うつむく表情を見て、その子の心の内を想像しながら、「よく来たね」と背中を見守ります。 

４月初めの頃はうつむいて無言だった子が、だんだん顔を上げるようになり、そして、ついに目を

合わせることができるようになった瞬間は言葉にならないくらい嬉しくて、「言葉はいらないよ」とい

う気持ちになります。その子その子の歩幅は違っていても、確実に心も体も日々成長・変化していま

す。それを捉えて共に喜び合えたら素敵だなと思っています。 

毎朝、子供たちを笑顔で迎え、登校してくる子供たち一人一人の名前を呼びながら挨拶をしてくだ

さる見守り隊の方々の愛情に「よつばっ子は幸せだな」としみじみ思います。見守り隊の皆さんは、

よつばっ子の応援団。素敵なつながりです。 

「挨拶は人と人とがつながるはじめの一歩」 

子供たちは、様々なつながりの中で成長しています。全てのよつばっ子たちに、 

これからも人と人との温かいつながりを築いていってほしいと思います。 
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それぞれの歩幅で一歩ずつ 
新学期がスタートして 3 週間が経ちまし

た。 

進級・入学した喜びでわくわくしながら登校

している子もいれば、新しい人間関係や学習

等に不安を抱えている子もいると思います。 

それぞれの歩幅で、そしてそれぞれのスピ

ードで一歩一歩進んでほしいと願っていま

す。 

かけがえのない子供たち一人一人が安心し

て学校生活を送ることができるよう、笑顔輝

くよつばっ子を思い描きながら、教職員一

同、指導・支援に努めてまいります。 

ご心配なことは、どうぞ遠慮なくご相談く

ださい。 

よつば小学校グランドデザイン 2023 より 

 子供たちが、日々の「できた」（それが、たとえ小さな「できた」でも）

を素直に喜び、自分はみんなと一緒に頑張ったら、こんなことも「でき

る」し、こんなことも「できるようになる」と自分の可能性に気付きなが

ら、希望をもって仲間と学ぶことができるよう、学びの場の工夫に努め

ます。 

 

挨拶は人と人とがつながるはじめの一歩 


